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　本研究で得られた成果やそのために行った整備環境は，本校のゼミナール，卒業研究，特別研
究などで，利用できる。

 研究実績の概要

　本研究では、施設園芸において、サーモカメラを利用した計測システムの開発、及び、実証
データの解析を進める。特に、2次元面内の環境計測や植物成長に関連する特徴量の抽出ができれ
ば、施設環境制御に役立てられる。
　サーモカメラによる計測試験を実施し、圃場でのサーモカメラの利用方法について検討を行っ
た。比較的離れた地点から圃場全体を計測することで、植物、土壌、その他の設備などの温度分
布について、妥当なデータを取得できた。さらに、圃場の各領域の熱容量の違いなどについての
情報が得られることを確認した。現在実施している固定点での温度などの環境モニターに加え
て、サーモカメラによる圃場の面的な温度分布取得を実施することで、圃場内の温度のばらつき
を把握できるようになる。
　また、植物に近接させて計測することで、植物内の表面温度分布が得られた。植物の部位によ
る温度差を検出できることから、植物の栄養・生殖成長の振り分け指標のための情報を取得でき
たと考えている。
　以上の結果を基に、圃場内で利用できるサーモカメラ装置の設計を行った。今後、圃場での
サーモカメラによる継続撮像を行うことで、圃場での環境データを取得し、植物の生育情報を継
続的に取得できる装置の製作に取り組むことが可能である。
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